
 

 

 

 

 

 

本年もよろしくお願いいたします 

教頭   宇 野  宏 之祐  

 

新年は、能登 半島周辺を震源とする地震及び津波速報から始まりました。  

 こ の た び の 震 災 及 び 津 波で お 亡 く な り に な った 方 に 哀 悼 の 意 を 表し ま す と と も に 、被

災されました方とその関係者の皆様に 、 心からお見舞い申し上げます。  

 さ て 、 大 学 時 代 を 金 沢 で過 ご し た 私 にとって、能登は （ 知り合いが住んでいる ） とて

も身近な地域です。本来 、風 光 明 媚 な 能 登 が 無残 な 姿 に な っ て い る様 子 を 見 る と 、 心が

締め付けられるような思いにかられます。  

 思 い 起 こ せ ば 、 阪 神 ・ 淡路 大 震 災 が 起きた平成７年１月１７日午前５時４６分、私は

仙台中央卸売市場 で 鮪の競り台に 立ち、鮪の 買い付けをしていました。「競り」がいよい

よ 佳 境に な っ た ６ 時 頃 、 知り 合 い の 市 場 関 係 者か ら 「 神 戸 で 大 き な地 震 が あ っ た よ うだ

ぞ」と聞き、神戸に大きな震災があったことを知りました。そのときに真っ先に 私 の頭

に浮かんだのは、「そんなわけはない」「デマではないか」でした。私が高校時代まで過

ごした神戸では、経験上、軽微な地震はあるものの大きな地震 は 皆無な地域で した。「我

が国では、地震はどの地域でも起こり 得 る 」という知識はあったものの、当時の私は自

身 の 浅い理解 が 邪 魔 し て 、正 し く 情 報 を 捉 え るこ と を 妨 げ て し ま った の だ と 思 い ま す。

その後、生活物資を車いっぱいに詰め込んで、被災地にある実家に向かう 途 中 、 悲惨な

神戸の町の状況を目の当たりにしたはずですが、残念ながら、私はこの経験を 本当の理

解へとつなぐ ことはできませんでした。  

 平 成 ２ ３ 年 ３ 月 １ １ 日 午後 ２ 時 ４ ６ 分、東北地方太平洋沖地震（東日本大震災）が 発

生し ました。私は、当時、円山にある道立特別支援教育センターで仕事をしていました 。

札幌でも感じた大きな揺れとその後の報道で、「大変なことが起こった」とは頭では思っ

たのですが、本当の意味でその事実を実感したのは、仙台中央卸売市場で働いていた時

に住んでいた「七ヶ浜」の家の近辺を Goog l eMap で 見 よ う とし た時 でし た。 更 地と化

した以前の居住地は、自分のイメージとはほど遠い姿となっていました。そこでようや

く、テレビ報道で見た津波で流されていく家屋の映像 （ 知 識 ） と 、自 分 の 実 生 活 と が、

本当の意味で つ な が っ た ように感じました。 それは、この日本で住んでいる限り、どこ

にいたとしても、被災するのは当然なのだと いう実感でした。  

 本 紙 を お 読 み の 皆 さ ん は、 私 の よ う に 「鈍感」ではないと思いますが、誰しも違いは

ありつつも「認知バイアス」 ＊ が心理や行動 に影響しているそうです。  

 古 く は、本校 が建 って いる 地域 は、震災に弱いとされる泥炭地だったと聞いています。

私たち学校関係者は、常日頃から「万が一」を想定し、準備しておく必要があります。

認知バイアスを極力排除し、今回の 災 害 を 自 分ご と と捉え、これからも子どもたちの安

心と安全を第一に考えた学校としていきたいと思います。保護者の皆様並びに地域の皆

様におかれましては、本年も御支援・御協力のほど、よろしくお願いいたします。  

 
＊「 こ れ く ら い は 大 丈 夫 だ 」と い っ た 正 常 性 バ イ ア ス 、「 自 分 の 住 む と こ ろ は 大 丈 夫 だ 」と い っ た 比 較    

楽 観 主 義 バ イ ア ス 、「 み ん な が 逃 げ な い か ら 大 丈 夫 」 と い っ た 集 団 同 調 性 バ イ ア ス な ど  
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１ 日 （ 木 ） 入 学 説 明 会 (中 )  節 分 (舎 )  

２ 日 （ 金 ） ま め ま き (乳 )  豆 ま き (幼 )  

校 外 学 習 (小 4 - 1･2 )  ス キ ー 学 習 (中 )  

５ 日 （ 月 ） 朝 会 ・ 生 徒 総 会 (中 )  

冬 期 集 団 下 校 訓 練  

 ６ 日 （ 火 ） 学 校 運 営 協 議 会  

８ 日 （ 木 ） 冬 の 遠 足 (幼 )  

９ 日 （ 金 ） 漢 字 検 定  

１ １ 日 （ 日 ） 建 国 記 念 の 日  

１ ２ 日 （ 月 ） 振 替 休 日  

１ ３ 日 （ 火 ） 月 曜 日 課 、 二 計 測 (幼 )  

１ ４ 日 （ 水 ） 新 ３ 歳 一 日 入 学 (幼 )  

一 日 入 学 (小 )  入 学 説 明 会 (小 )  

後 期 期 末 テ ス ト (中 １ ・ ２ )  

 １ ４ 日 （ 水 ） 特 別 支 援 学 校 高 等 部 入 選 合 格 発 表  

 １ ５ 日 （ 木 ） Ｐ Ｔ Ａ 厚 生 部 会 ・ 研 修 部 会 ・ 役 員 会  

道 特 Ｐ 役 員 ・ 事 務 局 合 同 会 議  

１ ６ 日 （ 金 ） 数 学 ・ 算 数 検 定  

１ ８ 日 （ 日 ） 英 語 検 定 (２ 次 試 験 ) 

 １ ９ 日 （ 月 ） Ａ Ｌ Ｔ 来 校 (小 )  健 康 相 談 日  

２ ０ 日 （ 火 ） 友 和 会 (舎 )  

 ２ ２ 日 （ 木 ） ス キ ー 学 習 (小 )  

 ２ ３ 日 （ 金 ） 天 皇 誕 生 日  

 ２ ６ 日 （ 月 ） 個 別 懇 談 週 間  

(幼 ～ 3 / 4  小 ・ 中 ～ ３ ／ ８ )  

２ ９ 日 （ 木 ） 卒 業 記 念 写 真 撮 影 (中 3 )  

      ひ な ま つ り (舎 )  

授業参観・個別懇談週間のお知らせ  
１ 授業参観日程  

（１）令和６年１月３１日（水） 

１）幼稚部                  １３：２０－１４：００（所属学級） 

  ２）小学部 1 年生・2 年生・３組（全学年）   5 校時の授業１３：２０－１４：０５（所属学級） 

  ３）小学部 3 年生・4 年生・5 年生・6 年生 

                                           ６校時の授業１４：１５－１５：００（所属学級） 

   ４）中学部                          ４校時の授業１１：４０－１２：３０（所属学級）               

（２）活動名や教科名は、後日学級通信等でお知らせします。 

（３）各学部の玄関からお入りください。またスリッパ等を御持参ください。 

 

２ 個別懇談週間日程  

    幼稚部   令和６年２月２６日（月）～３月４日（月） 

          小学部       ２月２６日（月）～３月８日（金） 

中学部       ２月２６日（月）～３月８日（金） 

※手話通訳が必要な場合は、２月１６日（金）までに担任にお知らせください。 

 

冬休み作品展  
 幼稚部玄関で「冬休み作品展」を行っています。冬休み中に各家庭で取り組んだ 

かわいい作品が並んでいます。写真で紹介します。 

令和５年度幼稚部修了式、令和５年度小・中学部卒業式のお知らせ  
幼 稚 部 第 ５ ９ 回 修 了 式  

・ 日 時  令 和 ６ 年 ３ 月 １ ８ 日 (月 )   ９ 時 ４ ５ 分 ～ １ ０ 時 １ ５ 分  

 ・ 場 所  幼 稚 部 プ レ イ ホ ー ル  

小 学 部 第 ７ ２ 回 卒 業 式  

・ 日 時  令 和 ６ 年 ３ 月 １ ９ 日 (火 )  １ ０ 時 ～ １ ０ 時 ４ ０ 分  

 ・ 場 所  本 校  体 育 館  

中 学 部 第 ７ ０ 回 卒 業 式  

・ 日 時  令 和 ６ 年 ３ 月 １ ４ 日 (木 )  １ ０ 時 ～ １ １ 時  

 ・ 場 所  本 校  体 育 館  
 


